
R４.3.24 第２回総合教育会議



１ プランからビジョンへ



学校教育改革プラン(H31～R3)



R02.1.16萩生田大臣の視察

R01.12月 文科省調査好事例 R02.1.31文科省フォーラム発表

モデル事例としての守谷型カリ・マネ



学校教育改革プラン(H31～R3)



国の施策を先取りして成果を収める
令和４年２月１２日（土）

報道特集



学校教育改革プラン(H31～R3)



感染症というピンチをチャンスに





２ つながるビジョンで
あたらしい教育を









さらなる学びのスマート化と働き方改革へ

連絡帳廃止の
余剰時間で
「スタディタイム」

連絡帳廃止の
余剰時間で
「スタディタイム」

図工や書写の作品を
クラウドに保管して
「マイ・ミュージアム」

図工や書写の作品を
クラウドに保管して
「マイ・ミュージアム」

掲示が目的化していた
教室壁面がスッキリ!!
掲示が目的化していた
教室壁面がスッキリ!!

児童生徒のために
先生のために
Change!
Challenge!



３ ビジョンの重点
－カリマネを生かした

部活動改革－







①
② ③

④
⑤

⑥
⑦



4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

シーズン スタンダード サマー
チャレンジ

オータム
チャレンジ

オフ スタンダード

下校
時刻

ビジョン前
５校時

1715 1700 1715

ビジョン前
６校時

1815 A 1800
B 1745

C 1730
D 1715

1700 1730 1800

ビジョン 1650 1710 1650

期待される
効果

○ビジョン実施前のどの時期よりも下校時刻が早い。
○季節による下校時刻の変動が極めて少ない。

活動

時間

ビジョン前
8時間 A7時間

30分
B7時間

C6時間
30分

D6時間

5時間 6時間
30分

7時間
30分

ビジョン 5時間50分 8時間 5時間 5時間50分

期待される
効果

○3シーズン制により活動時間にメリハリがある。
○「チャレンジシーズン」の活動時間はビジョン実施前より増え、一方で下校時刻が早い。

部活
後の
時間

ビジョン 3時間 1時間40分 A1時間
10分

B 40分

A 10分

B-20分

1時間 1時間
30分

2時間
30分

期待される
効果

○ビジョン実施前に比べて最大で週3時間のゆとりの時間を創出できる。
○週４日６時間授業で18:15まで部活動を行っている市町村と比較すると、週５時間のゆとりの時間を創出できる。

※表の「活動時間」「部活後の時間」は、平日5日間の時間
（例）部活後の時間：4・5月の3時間の根拠
・月 「部活なし 1510下校」から「100分活動し1650下校」→－100分
・火 「120分活動し1815下校」から「 50分活動し1650下校」→＋ 85分
・水・金「120分活動し1715下校」から「100分活動し1650下校」→＋ 25分×2日
・木 「120分活動し1815下校」から「部活なし 1550下校」→＋145分 合計 180分＝3時間／週



「意識を変える」とは －教育長の哲学－

（平成31年3月8日 時事通信社「内外教育」 「教育長はこう考える」から）



５年後を見据えて
【未来の教育もりやビジョン】



５年後を見据える「未来の教育もりやビジョン」


